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ク
オ
ー
ル
薬
局 

１
８
０
秒 

 

「
ゼ
リ
ー
の
カ
ッ
プ
」 

  

○ 

薬
局
、
内 

  
 

 

待
ち
合
い
席
の
患
者
、
重
野
（
４
２
）
。 

 
 

 

子
供
の
よ
う
に
カ
ッ
プ
の
ゼ
リ
ー
を
う
ま
そ 

う
に
食
べ
て
い
る
。 

 
 

 

口
に
つ
い
た
ゼ
リ
ー
を
優
し
く
テ
ィ
ッ
シ
ュ 

で
拭
い
て
あ
げ
る
、
娘
の
有
加
里
（
６
）
。 

有
加
里
ナ
レ
「
わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、
耳
が
聞
こ 

え
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
こ
う
し
て
い
つ
も

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
す
」 

 
 

 

手
話
で
話
す
有
加
里
と
重
野
。 

有
加
里
（
手
話
）
「
子
供
み
た
い
に
食
べ
な
い
で
よ
」 

重
野
（
手
話
）「
だ
っ
て
今
度
は
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ 

が
入
っ
た
ん
だ
ぞ
？
」 

薬
剤
師
村
井
「
重
野
さ
ん
」 

 
 

 

有
加
里
、
椅
子
か
ら
ぴ
ょ
ん
と
飛
び
降
り
て
、 

薬
を
貰
い
に
行
く
。
薬
を
受
け
取
り
、
父
に 

渡
す
。 

 
 

 

重
野
、
立
ち
上
が
っ
て
村
井
に
会
釈
。 

村
井
も
会
釈
。 

 

○
重
野
の
家
、
食
卓 

  
 

 

テ
ー
ブ
ル
の
上
の
薬
袋
を
、
嫌
そ
う
に
見
つ 

め
る
重
野
。 

 
 

 

重
野
の
イ
メ
ー
ジ
。 

 
 

 

粉
薬
を
無
理
矢
理
飲
も
う
と
し
て
、
せ
き
込 

ん
で
全
部
飛
ば
し
て
し
ま
う
。 

 

○
後
日
、
薬
局
内
、
夜 

  
 

 

有
加
里
、
泣
き
な
が
ら
入
っ
て
来
る
。 

村
井 

「
ど
う
し
た
の
？
」 

有
加
里
「
あ
ー
、
あ
ー
、
あ
ー
」 

 
 

 

そ
の
喋
り
方
で
、
は
じ
め
て
彼
女
が
聾
唖
だ 
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と
分
る
。 

 
 

 

村
井
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
薬
袋
を
メ
モ 

用
紙
が
わ
り
に
出
す
。 

彼
女
の
文
字
『
た
す
け
て
』 

村
井 
「
ど
う
し
た
の
？ 

お
父
さ
ん
？
」 

彼
女
の
文
字
『
息
が
止
ま
っ
た
』 

 
 

 

村
井
、
慌
て
て
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
飛
び
出
す
。 

 

○
家
の
外
、
夜 

 

酸
素
マ
ス
ク
を
つ
け
、
緊
急
搬
送
さ
れ
る
父 

を
見
な
が
ら
。 

村
井 

「
通
報
が
遅
れ
た
ら
危
な
か
っ
た
」 

 
 

 

村
井
、
メ
モ
で
有
加
里
に
聞
く
。 

村
井
の
字
『
薬
が
効
か
な
か
っ
た
の
？
』 

有
加
里
の
字
『
ず
っ
と
飲
ん
で
な
い
』 

村
井 

「
な
ん
で
？ 

ど
う
し
て
言
わ
な
か
っ
た 

の
！
」 

 

○
イ
メ
ー
ジ
、
せ
き
込
み
、
粉
薬
を
飲
め
な
い
重
野 

 

○
調
剤
室
、
深
夜 

  
 

 

仲
間
と
協
力
し
、
粉
薬
を
飲
め
る
よ
う
に
工 

夫
す
る
村
井
。
錠
剤
型
に
し
て
も
崩
れ
る
。 

シ
ロ
ッ
プ
型
に
し
て
も
分
離
し
て
し
ま
う
。 

村
井 

「
あ
！
」 

 
 

 

重
野
の
食
べ
て
い
た
ゼ
リ
ー
の
カ
ッ
プ
を
思 

い
出
す
。 

 
 

 

粉
薬
を
ゼ
リ
ー
状
に
固
め
る
こ
と
に
成
功
。 

 

○
後
日
、
薬
局
内 

  
 

 

待
ち
合
い
席
で
、
い
つ
も
の
ゼ
リ
ー
を
食
べ 

終
わ
っ
た
重
野
。 

隣
の
有
加
里
も
食
べ
終
わ
っ
た
。 

村
井 

「
重
野
さ
ん
」 

 
 

 

と
、
薬
を
出
す
。
そ
れ
は
ゼ
リ
ー
の
カ
ッ
プ 

に
入
っ
て
い
る
ゼ
リ
ー
状
薬
。 

 
 

 

有
加
里
、
自
分
の
と
父
の
カ
ッ
プ
を
二
個
持 
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っ
て
き
て
、
村
井
の
と
交
換
す
る
。 

村
井 

「
（
微
笑
む
）
」 

有
加
里
「
（
微
笑
む
）
」 

 
コ
ピ
ー
「
元
気
を
、
調
剤
い
た
し
ま
す
。
」 

 
ク
オ
ー
ル
薬
局
Ｃ
Ｉ
。 
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ク
オ
ー
ル
薬
局 

１
２
０
秒 

 

「
手
書
き
の
薬
袋
」 

  

登
場
人
物 

 

夏
美
（
２
５
） 

新
人
薬
剤
師
。 

 

中
谷
（
７
５
） 

厳
し
い
会
社
役
員
の
患
者
。 

 

奥
さ
ん
（
７
５
） 

中
谷
の
奥
さ
ん
。 

  

○
薬
局
内
、
カ
ウ
ン
タ
ー 

  
 

 

夏
美
（
２
５
）
の
出
し
た
薬
袋
。 

 
 

 

手
書
き
の
「
７
」
の
数
字
が
読
み
に
く
い
。 

患
者
の
中
谷
（
７
５
）
、
思
わ
ず
説
教
。 

中
谷 

「
７
は
１
と
間
違
う
か
ら
、
横
線
を
引
け
」 

 
 

 

ボ
ー
ル
ペ
ン
を
取
っ
て
書
き
こ
む
。 

中
谷 

「
７
千
万
と
１
千
万
じ
ゃ
え
ら
い
違
い
だ
ろ
。 

手
書
き
伝
票
の
時
代
な
ら
ク
ビ
だ
」 

夏
美 

「
は
い
。
…
す
み
ま
せ
ん
」 

 
 

 

大
き
な
袋
の
ア
ミ
ノ
レ
バ
ン
を
出
す
。 

夏
美 

「
毎
食
後
に
こ
れ
を
、
水
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ 

ト
ル
に
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
」 

 
 

 

さ
ら
に
そ
の
３×

６
倍
を
、
手
提
げ
袋
に
入 

 
 

 

れ
て
出
す
。 

夏
美 

「
七
日
分
出
し
て
お
き
ま
す
。
ご
希
望
の
抹 

茶
フ
レ
ー
バ
ー
で
ご
用
意
し
ま
し
た
が
、
な
に
せ 

苦
い
お
薬
で
…
」 

中
谷 

「
十
分
だ
」 

 
 

 

薬
を
提
げ
、
つ
か
つ
か
と
出
て
ゆ
く
。 

 

○
後
日
、
同 

  
 

 

電
話
で
話
す
夏
美
。 

夏
美 

「
入
院
？ 

ま
さ
か
、
悪
化
し
た
ん
で
す
か
？ 

 

ア
ミ
ノ
レ
バ
ン
が
効
か
な
か
っ
た
…
？
」 

電
話
の
相
手
の
奥
さ
ん
（
７
５
）「
い
い
え
。
ご
め
ん 

な
さ
い
。
実
は
、
お
く
す
り
を
飲
ん
で
な
か
っ
た 

よ
う
な
ん
で
す
」 
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夏
美 

「
飲
ん
で
な
か
っ
た
？
…
」 

 

○
中
谷
の
自
宅
（
回
想
） 

  
 

 
一
週
間
分
の
薬
を
並
べ
る
中
谷
。 

 
 

 
水
で
溶
い
て
コ
ッ
プ
で
飲
む
が
、
顔
を
し
か 

め
る
。 

昼
に
二
杯
目
を
飲
み
、
ま
た
顔
を
し
か
め
る
。 

夜
は
コ
ッ
プ
を
前
に
動
か
な
い
。
あ
と
３×

 

６
包
残
っ
て
い
る
。 

 

○
（
元
に
戻
り
）
薬
局
内 

  
 

 

病
院
薬
局
に
電
話
す
る
夏
美
。 

病
院
薬
剤
師
「
○
○
も
△
△
も
効
き
目
が
な
く
て
、 

先
生
は
ア
ミ
ノ
レ
バ
ン
に
戻
し
た
よ
う
で
す
。
今 

は
点
滴
で
直
接
体
に
入
れ
て
い
ま
す
が
…
」 

夏
美 

「
退
院
な
さ
れ
た
ら
、
自
力
で
飲
み
続
け
な 

き
ゃ
い
け
な
い
」 

病
院
薬
剤
師
「
え
え
」 

 

○
中
谷
の
自
宅
、
ベ
ッ
ド 

 

タ
イ
ト
ル
「
一
か
月
後
」 

中
谷
「
あ
ー
。
あ
ー
」 

 
 

 

言
葉
も
ま
だ
出
ず
、
要
介
護
状
態
。
奥
さ
ん 

が
お
か
ゆ
を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
て
い
る
。 

 

○
薬
局
内
、
カ
ウ
ン
タ
ー 

 

奥
さ
ん
「
脳
に
毒
素
が
行
く
ま
で
我
慢
し
て
た
み
た 

い
で
、
立
つ
こ
と
も
字
を
書
く
こ
と
も
、
言
葉
す 

ら
ま
だ
も
つ
れ
る
ん
で
す
」 

 
 

 

夏
美
、
手
書
き
の
手
紙
を
見
せ
る
。 

夏
美 

「
ゼ
リ
ー
状
に
し
た
ら
毎
日
飲
め
た
ん
じ
ゃ 

な
い
か
と
思
っ
て
、
レ
シ
ピ
を
つ
く
り
ま
し
た
」 

 
 

 

奥
の
調
剤
室
か
ら
、
ボ
ウ
ル
に
入
れ
た
り
製 

氷
器
に
入
れ
た
り
し
た
何
色
も
の
ゼ
リ
ー
を 

見
せ
る
薬
剤
師
た
ち
。 

 
 

 

薬
袋
に
は
、
手
書
き
で
「
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
味 
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と
ヨ
ー
グ
ル
ト
味
が
美
味
し
い
で
す
！
」
と
。 

 

○
後
日
、
薬
局
カ
ウ
ン
タ
ー 

  
 

 
奥
さ
ん
が
微
笑
ん
で
夏
美
に
薬
袋
を
。 

 
 

 
裏
面
に
は
、
必
死
に
書
い
た
つ
た
な
い
字
で
、 

中
谷
か
ら
の
返
信
が
。 

中
谷
の
字
「
字
が
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
り
が 

と
う
。
あ
り
が
と
う
。
あ
り
が
と
う
」 

表
を
ひ
っ
く
り
か
え
す
と
、
夏
美
の
書
い
た 

「
７
」
の
字
（
横
線
入
り
）
に
ツ
ッ
コ
ミ
。 

中
谷
の
字
「
よ
ろ
し
い
」 

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
夏
美
。 

 

夏
美
ナ
レ
「
私
た
ち
の
仕
事
は
、
月
に
何
回
か
訪
れ 

る
方
々
と
、
出
来
る
だ
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

を
と
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
も
、
医
療
の
現
場
だ
か 

ら
」 

 

コ
ピ
ー
「
医
療
の
現
場
が
、
こ
こ
に
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

ク
オ
ー
ル
薬
局
」 
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ク
オ
ー
ル
薬
局 

１
８
０
秒
？ 

 

「
二
枚
の
カ
ル
テ
」 

  

※ 

以
下
、
な
る
べ
く
台
詞
の
少
な
い
劇
に
し
て
、
音

楽
で
心
情
を
語
る
も
の
に
し
た
い
。 

  

○ 

薬
局
、
内 

  
 

 

金
曜
日
を
示
す
卓
上
時
計
。 

 
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
で
薬
を
出
す
、
薬
剤
師
村
井
（
３ 

０
）
。 

受
け
取
る
患
者
、
佳
澄
（
２
７
）
。 

彼
女
の
美
し
さ
に
見
と
れ
る
村
井
。 

視
線
に
気
づ
く
佳
澄
。
村
井
あ
わ
て
て
、 

村
井 

「
お
、
お
だ
い
じ
に
」 

 

○
次
の
金
曜
、
薬
局
、
内 

  
 

 

そ
わ
そ
わ
し
て
待
っ
て
い
る
村
井
。 

 
 

 

佳
澄
が
入
っ
て
来
る
。 

 
 

 

せ
き
込
み
な
が
ら
カ
ル
テ
を
渡
す
彼
女
。 

 
 

 

村
井
、
調
剤
室
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
に
彼
女
を 

心
配
す
る
。 

 

○
花
屋
の
前 

  
 

 

小
さ
く
て
か
わ
い
い
花
を
見
つ
け
る
村
井
。 

 

○
別
の
日
、
薬
局
、
内
～
外 

  
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
の
小
さ
な
花
瓶
に
、
花
を
活
け 

た
村
井
。 

と
、
外
に
佳
澄
が
歩
く
の
を
見
つ
け
る
。 

村
井 

「
？
」 

 
 

 

彼
女
は
い
つ
も
と
別
の
方
向
へ
。 

 
 

 

思
わ
ず
追
う
と
、
彼
女
の
向
か
う
先
は
歯
医 

者
（
た
と
え
ば
歯
の
形
の
オ
ブ
ジ
ェ
）
。 
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○
金
曜
、
薬
局
、
内 

  
 

 

花
を
替
え
て
待
っ
て
い
る
村
井
。 

 
 

 

や
っ
て
来
る
彼
女
。
マ
ス
ク
を
し
て
、
重
い 

咳
を
し
て
い
る
。 

 
 

 
カ
ル
テ
を
渡
す
彼
女
。
薬
の
種
類
が
増
え
て 

い
る
。 

 

○
調
剤
室 

  
 

 

カ
ル
テ
を
見
な
が
ら
薬
を
出
す
村
井
。 

 
 

 

ふ
と
、
手
が
止
ま
り
、
待
つ
彼
女
に
。 

村
井 

「
も
う
一
枚
の
カ
ル
テ
、
見
せ
て
く
だ
さ
い
」 

佳
澄 

「
？
」 

村
井 

「
歯
医
者
さ
ん
に
、
通
わ
れ
て
ま
す
よ
ね
？
」 

 
 

 

二
枚
の
カ
ル
テ
を
突
き
合
わ
せ
る
。 

 
 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
薬
の
組
み
合
わ
せ
を
指
さ
し
て 

確
認
。 

 
 

 

あ
わ
て
て
、
調
剤
室
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
た 

薬
を
払
い
の
け
る
。
薬
辞
典
（
？
）
を
出
す
。 

電
話
す
る
村
井
。
医
院
に
確
認
を
取
り
、
メ 

モ
し
、
薬
を
調
合
し
な
お
す
。 

 

○
同
、
カ
ウ
ン
タ
ー 

  
 

 

そ
の
新
し
い
薬
を
出
す
。 

村
井 

「
一
緒
に
飲
む
と
、
調
子
が
悪
く
な
る
薬
が 

あ
る
ん
で
す
。
食
べ
合
わ
せ
み
た
い
な
も
の
で
」 

佳
澄 

「
…
そ
う
な
ん
で
す
か
」 

 

○
金
曜
、
薬
局
内
、
夜 

  
 

 

カ
ウ
ン
タ
ー
の
花
は
し
お
れ
て
い
る
。 

 
 

 

来
な
い
彼
女
を
待
つ
村
井
。 

 

○
後
日
、
花
屋
の
前 

  
 

 

花
を
買
お
う
か
迷
っ
て
い
る
村
井
。 

 
 

 

と
、
彼
氏
を
連
れ
た
佳
澄
が
。 

佳
澄 

「
あ
、
先
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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お
か
げ
で
、
治
っ
た
み
た
い
で
す
」 

 
 

 

深
々
と
お
じ
ぎ
す
る
佳
澄
。 

村
井 

「
そ
れ
は
そ
れ
は
…
。
…
あ
の
…
」 

佳
澄 

「
？
」 

村
井 
「
…
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 
微
笑
み
、
彼
氏
と
腕
を
組
ん
で
去
る
彼
女
。 

 

○
薬
局
内
、
深
夜 

  
 

 

二
枚
の
カ
ル
テ
を
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
す
る
（
ケ 

ー
ス
ク
ロ
ー
ズ
ド
の
箱
に
入
れ
る
？
）
村
井
。 

 
 

 

う
れ
し
く
も
、
苦
し
く
も
あ
る
。 

 

コ
ピ
ー
「
私
た
ち
の
仕
事
は
、
二
度
と
こ
こ
へ
来
な 

い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
」 

 

ク
オ
ー
ル
薬
局
Ｃ
Ｉ
。 

   


